
2023年春
第63号第63号

MOA健康科学センターMOA健康科学センター
MOA HEALTH SCIENCE FOUNDATIONMOA HEALTH SCIENCE FOUNDATION

研究報告集  研究報告集  
第26巻ダイジェスト第26巻ダイジェスト
編集委員会委員長　木村友昭編集委員会委員長　木村友昭

岡田式食事法がストレス対処能力を高める岡田式食事法がストレス対処能力を高める
（一財）ＭＯＡ健康科学センター　主任研究員　内田誠也 博士（工学）（一財）ＭＯＡ健康科学センター　主任研究員　内田誠也 博士（工学）

地球環境と人間の健康とに深く関わっている「窒素」地球環境と人間の健康とに深く関わっている「窒素」
（一財）ＭＯＡ健康科学センター　研究員　加藤孝太郎 博士（農学）（一財）ＭＯＡ健康科学センター　研究員　加藤孝太郎 博士（農学）

研究報告集

研究報告



高
齢
者
の
認
知
機
能
に
お
け
る
各
種
評
価
方
法
の
比
較
検
討

┃ 

広
島
県
の
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
調
査
結
果
よ
り 

┃

1
認
知
症
対
策
に
役
立
つ
研
究
！

　
当
財
団
の
木
村
友
昭
主
任
研
究
員
、
介
護

事
業
所
の
堀
島
由
利
氏
、
お
よ
び
広
島
大
学

の
烏
帽
子
田
彰
名
誉
教
授
の
共
同
研
究
の
成

果
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
わ
が
国
の
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
４
人
に
１
人

以
上
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
で
あ
る
。
広

島
県
内
の
介
護
事
業
所
で
は
、
認
知
症
や
身

体
障
が
い
の
利
用
者
に
対
し
、
い
け
花
、
音

楽
、
ヨ
ガ
、
運
動
な
ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
認
知
症
の
発
症
や
進
行

に
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た

め
、
い
く
つ
か
の
認
知
機
能
評
価
法
を
比
較

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
N
M
ス
ケ
ー
ル

と
い
う
評
価
方
法
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
方
法
は
、
介
護
事
業
所
の
ス

タ
ッ
フ
が
評
価
す
る
の
で
、
利
用
者
の
負
担

が
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
今
後
、
認
知

症
の
予
防
や
認
知
症
患
者
と
の
共
生
が
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
役
立
つ
調
査
研
究
が
求

め
ら
れ
る
。

　

当
財
団
の
内
田
誠
也
主
任
研
究
員
、
田
中

英
明
研
究
員
、
一
般
社
団
法
人
M
O
A
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
小
菅
豊
弘
氏
、
お
よ

び
エ
ム
オ
ー
エ
ー
名
古
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

柴
維
彦
院
長
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

M
O
A
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
岡
田

式
健
康
法
の
普
及
を
行
っ
て
お
り
、
食
事
・

運
動
・
休
養
の
生
活
習
慣
を
自
己
評
価
す
る

た
め
に
調
査
票
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
）
を

開
発
し
た
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
調
査
票
の

妥
当
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
自
覚
ス
ト
レ

ス
や
疾
病
・
薬
の
使
用
と
の
関
連
を
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
健
康
な
人
は
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
人
や
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人

よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
の
得
点
が
高
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
が
妥

当
な
調
査
票
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
、
さ
ら
に
調
査
票
の
選
択
肢
な
ど
の
改
善

を
提
案
し
て
い
る
。

食
事・運
動・休
養
習
慣
調
査
票（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
）の
妥
当
性
の
検
討

2
生
活
習
慣
改
善
に
役
立
つ
研
究
！
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ISSN 2187-1582

編
集
委
員
会
委
員
長
　
木
村
友
昭

令
和
５
年
2
月
４
日
、当
財
団
の
研
究
報
告
集
第
26
巻（
2
0
2
2
年
度
）

が
出
版
さ
れ
た
。オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究
報
告
が
２
報
、お
よ
び
実
践
・
事
例

報
告
が
１
報
掲
載
さ
れ
、ま
た
他
の
専
門
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を

２
報
転
載
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

お花を生けた後、脳トレに取り組む介護事業所の利用者

2



　
当
財
団
の
田
中
英
明
研
究
員
、
木
村
友
昭

主
任
研
究
員
、
内
田
誠
也
主
任
研
究
員
、
お

よ
び
鈴
木
清
志
理
事
長
の
共
同
研
究
の
成
果

で
あ
る
。
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
の
緩

和
ケ
ア
の
定
義
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
台
湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
メ
キ
シ
コ
、
チ

リ
、
ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
お

よ
び
コ
ン
ゴ
の
14
か
国
の
医
療
関
係
者
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
西
洋
諸
国
は
東
洋
諸
国
と
比
べ
て
、
治

療
の
過
程
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
テ
ィ
や
宗
教

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
当
財
団
の
内
田
誠
也
主
任
研
究
員
、
田
中

英
明
研
究
員
、
お
よ
び
エ
ム
オ
ー
エ
ー
名
古

屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
柴
維
彦
院
長
の
共
同
研
究

の
成
果
で
あ
る
。
首
尾
一
貫
感
覚（
S
O
C
）

と
は
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握

し
、
ス
ト
レ
ス
の
生
ず
る
よ
う
な
出
来
事
に

対
処
で
き
、
自
分
の
人
生
や
生
活
に
意
味

を
見
出
す
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。
本
研
究

で
は
、
先
に
紹
介
し
た
食
事
・
運
動
・
休
養

習
慣
調
査
票
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
）
と
の

関
連
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
S
O
C

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
の
食
事
・
運
動
・
休

養
の
各
項
目
と
相
関
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

S
O
C
は
、
ス
ト
レ
ス
と
は
強
い
負
の
相

関
が
認
め
ら
れ
た
。
安
全
な
食
材
を
選
ぶ
な

ど
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、

S
O
C
が
高
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

玉
川
会
・
金
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
西
好
子

作
業
療
法
士
、
森
岡
尚
夫
院
長
、
黒
澤
由
貴

子
看
護
師
、
お
よ
び
三
宅
真
矢
事
務
長
が
取

り
組
ん
だ
症
例
報
告
で
あ
る
。
末
期
が
ん
で

余
命
２
年
の
宣
告
を
受
け
た
20
歳
代
の
男
性

に
対
し
、
岡
田
式
健
康
法
の
一
つ
で
あ
る
美

術
文
化
法
で
ケ
ア
し
た
。
当
初
は
お
花
や
芸

術
に
興
味
が
な
い
患
者
で
あ
っ
た
が
、
中
西

作
業
療
法
士
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
自
然
美

や
美
術
文
化
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
な
ど
、

美
を
楽
し
む
生
活
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
患

者
は
、
い
け
ば
な
の
作
品
を
絵
に
描
き
、
そ

の
感
想
や
思
い
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
た
。
作

業
療
法
士
の
視
点
か
ら
、
患
者
の
人
生
観
や

死
生
観
が
変
化
し
た
様
子
を
詳
細
に
説
明
し

て
い
る
。
余
命
２
年
の
宣
告
を
受
け
た
患
者

が
、
４
年
間
、
質
の
高
い
終
末
期
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

若
年
の
末
期
が
ん
患
者
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
態
度
の
変
化

┃ 
文
化
や
芸
術
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
に
取
り
組
む
作
業
療
法
士
の
視
点
か
ら 

┃

3
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
役
立
つ
症
例
！

首
尾
一
貫
感
覚（
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）と
食
事
に
対
す
る
認
識
と
の
関
連

┃ 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
参
加
者
の
質
問
調
査
よ
り 

┃  

（
日
本
統
合
医
療
学
会
誌
に
掲
載
）

5
食
育
推
進
に
役
立
つ
研
究
！

東
洋
と
西
洋
の
医
療
従
事
者
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、宗
教
性
、及
び

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
対
す
る
認
識
の
比
較  

（
日
本
統
合
医
療
学
会
誌
に
掲
載
）

4
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
役
立
つ
国
際
的
研
究
！

研
究
報
告
集
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
（
転
載
論
文
を
除
く
）。

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
、
全
国
の
主
要
な

公
立
図
書
館
や
大
学
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

金沢クリニックにおける美術文化法のセラピー
※本文の内容とは関係ありません

3 進めよう「健康日本21」運動



コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス
対

処
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

　

2
0
1
9
年
12
月
以
降
、
世
界
中
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中

で
、
親
族
や
友
人
、
知
人
等
と
会
え
な
く
な

る
よ
う
な
行
動
制
限
に
よ
る
不
満
が
高
ま

り
、
収
束
の
見
通
し
が
見
え
な
い
こ
と
に
不

安
を
感
じ
、
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
、
政
府
の
情

報
に
対
す
る
不
正
の
疑
惑
な
ど
が
重
な
り
、

多
く
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
（
※
1
）。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
な
く
、
人
は
心
理
的

要
因
（
性
格
、
心
理
状
態
、
人
生
観
、
価
値

観
）、
身
体
的
要
因
（
年
齢
、
性
別
、
身
体

の
異
常
の
有
無
）、
生
活
環
境
因
子
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
乱
れ
、
心
身
の
不
調
を
き
た
し
、
自

殺
ま
で
至
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
※
2
）。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
に
よ

る
と
、
2
0
1
9
年
ま
で
、
自
殺
者
数
は

減
少
し
て
い
た
が
、
2
0
2
0
年
以
降
は

増
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

ス
ト
レ
ス
の
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
は
大
変

難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
個
人
の
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
対
処
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

首
尾
一
貫
感
覚（
S
O
C
）と
ス
ト

レ
ス
対
処
能
力
に
つ
い
て

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
医
療
社
会
学
者
で
あ
る

ア
ン
ト
ノ
フ
ス
キ
ー
（
※
3
）
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
強
制
収
容
所
に
入
っ
た
人
を
研
究

す
る
中
で
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
健

康
を
維
持
・
促
進
さ
せ
る
「
健
康
生
成
論

（Salutogenesis

）」
と
い
う
考
え
を
提
唱

し
た
。
こ
の
健
康
生
成
論
に
よ
る
と
、
ス
ト

レ
ス
フ
ル
な
出
来
事
や
状
況
に
お
い
て
心
身

の
健
康
を
害
さ
ず
、
逆
に
成
長
や
発
展
の
糧

に
な
る
健
康
要
因
と
し
て
、
自
分
の
生
き
て

い
る
世
界
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
感

覚
（
首
尾
一
貫
感
覚
、
S
O
C
：Sense of 

C
oherence  

、
以
下
S
O
C
）
が
重
要
で

あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
S
O
C
は
、
把
握
可

能
感
、
処
理
可
能
感
、
有
意
味
感
の
３
つ
の

感
覚
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
（
表
1
）。
把
握

可
能
感
と
は
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
、
将
来
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
を
あ

る
程
度
予
測
、
理
解
で
き
る
感
覚
で
あ
る
。

処
理
可
能
感
と
は
ど
ん
な
困
難
な
出
来
事
で

も
自
分
で
切
り
抜
け
ら
れ
る
と
い
う
感
覚

や
、
何
と
か
な
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
有

意
味
感
と
は
自
分
の
人
生
・
生
活
に
対
し
て
、

意
味
が
あ
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
S
O
C
が
高
い
人
は
、
ス
ト

レ
ス
フ
ル
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
時
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
を
あ
る
程
度
予
測

で
き
、
何
と
か
な
る
と
思
っ
て
気
楽
に
行
動

し
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
は
自
分
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
受
け
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
感
覚
で
日
常
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
人
は
ス
ト
レ
ス
を
対
処
す
る
能
力
が

高
く
、
健
康
で
あ
る
と
考
え
た
。

岡
田
式
食
事
法（
※
4
）と
ス
ト
レ
ス

対
処
能
力
の
関
係
に
つ
い
て

　

岡
田
式
食
事
法
（
以
下
、
食
事
法
）
に
は
、

①
生
命
力
（
新
鮮
、
旬
、
自
然
農
法
、
地
元

等
）
あ
ふ
れ
る
食
材
を
選
ぶ
、
②
食
べ
物
と

作
る
人
に
感
謝
し
て
、
食
を
楽
し
む
、
③
う

す
あ
じ
に
心
が
け
る
、
④
米
な
ど
の
穀
類
や

野
菜
を
食
べ
る
、
⑤
食
事
と
運
動
の
バ
ラ
ン

ス
に
気
を
つ
け
る
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　

著
者
ら
は
、
S
O
C
が
高
い
人
は
、
食

事
は
単
に
栄
養
を
取
る
だ
け
と
は
考
え
ず
、

食
と
心
身
の
健
康
と
の
繋
が
り
、
食
事
が
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
（
把
握
可
能
感
）

で
き
る
た
め
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
食
材
を
選

ぶ
可
能
性
（
処
理
可
能
感
）
が
あ
り
、
ま
た

自
分
の
目
の
前
に
出
て
き
た
食
事
の
背
景
を

深
く
考
え
る
か
ら
（
有
意
味
感
）、
食
べ
物

と
作
る
人
に
感
謝
し
て
、
食
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

岡
田
式
食
事
法
が
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
を
高
め
る

一
般
財
団
法
人
Ｍ
Ｏ
Ａ
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー　
主
任
研
究
員　

内
田
誠
也 

博
士（
工
学
）

研究報告
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東
京
療
院
に
お
け
る
調
査
研
究

　

東
京
療
院
に
お
い
て
、
毎
週
木
曜
日
と

土
曜
日
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
調
査
研
究
を
実
施
し
た
。
1
0
1

名
の
体
験
者
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、

S
O
C
と
食
事
法
の
食
意
識
と
休
養
習
慣

に
有
意
な
関
連
が
み
ら
れ
た
（
※
5
）。
そ

の
結
果
を
再
分
析
し
て
、
食
事
法
の
頻
度

（
高
い
グ
ル
ー
プ
、
平
均
的
な
グ
ル
ー
プ
、

低
い
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
そ
れ
ら
の
S
O
C
の
違
い

を
調
べ
た
。

　

食
事
法
の
頻
度
が
高
い
グ
ル
ー
プ
は

S
O
C
が
高
く
、
頻
度
が
低
い
グ
ル
ー
プ

は
S
O
C
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図

１
）。
生
命
力
あ
ふ
れ
れ
る
食
材
を
選
び
、

食
に
感
謝
し
、
楽
し
ん
で
い
る
人
は
ス
ト
レ

ス
対
処
能
力
が
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
76
名
の
人
を
対
象
に
食
事
法
の
頻
度

の
変
化
に
よ
っ
て
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
改

善
し
た
グ
ル
ー
プ
、
変
化
が
な
い
グ
ル
ー

プ
、
悪
化
し
た
グ
ル
ー
プ
）
に
分
け
て
分
析

し
た
（
※
6
）。
そ
の
結
果
、
悪
化
し
た
グ

ル
ー
プ
の
S
O
C
が
有
意
に
減
少
し
た（
図

２
）。
つ
ま
り
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
食
材
を

選
び
、
食
に
感
謝
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
人
は
、
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
が

低
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
食
事
法
の
実
践
と

S
O
C
（
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力
）
に
は
関
連

が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
生
命
力
あ
ふ

れ
れ
る
食
材
を
選
び
、
食
に
感
謝
し
、
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

状
況
に
置
か
れ
て
も
、
自
ら
の
状
態
を
把
握

で
き
、
何
と
か
な
る
と
い
う
楽
観
的
な
気
持

ち
で
対
処
で
き
、
将
来
自
分
を
成
長
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を

受
け
に
く
い
心
身
と
な
り
、
健
康
を
維
持

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
別
の
考
え
と
し

て
、
加
藤
ら
（
※
7
）
は
自
然
農
法
産
の
人

参
を
食
べ
る
と
腸
内
細
菌
が
変
化
す
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。
自
然
農
法
の
野
菜
の
よ

う
な
生
命
力
あ
ふ
れ
る
食
材
を
食
べ
る
こ

と
で
腸
内
細
菌
叢
が
変
化
し
、
脳
腸
相
関

（
※
8
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
脳
に
影
響
し
、

S
O
C
が
変
化
し
、
ス
ト
レ
ス
対
処
能
力

が
高
ま
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

生
命
力
あ
ふ
れ
る
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

感
謝
し
、
楽
し
み
な
が
ら
食
す
る
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
心
と
体
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

　
こ
の
記
事
は
、日
本
統
合
医
療
学
会
誌（
※

5
）に
掲
載（
M
O
A
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

研
究
報
告
集
第
26
巻
に
転
載
）、
お
よ
び
日

本
応
用
心
理
学
会
第
88
回
大
会（
※
6
）で
発

表
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
。

■参考文献　※1 佐々木宏之ほか. 新潟国際情報大学経営情報学部紀要 5, 8- 20, 2022　※2 久保千春. 日本統合医療学会誌　13（1）, 6-11, 2020　※3 山崎喜比古ほか監訳. 健康の
謎を解く－ストレス対処と健康保持のメカニズム. 東京： 有信堂高文社, 2001　※4 岡田式健康法「食事法と運動」．静岡： 一般社団法人MOAインターナショナル, 2006　※5 内田誠也ほ
か. 日本統合医療学会誌　14（2）, 141-149, 2021　※6 内田誠也ほか. 日本応用心理学会第88回大会, 2022　※7 加藤孝太郎ほか. 第23回日本統合医療学プログラム・抄録集, 176. 
2019　※8 本郷道夫. 心身医学　62（6）, 2022

図１  ３つのグループに関するストレス対処能力（SOC）の違い

図２  3グループに関するストレス対処能力（SOC）の違い
表１  首尾一貫感覚（SOC）について

低：食事法の頻度が低いグループ
中：食事法の頻度が平均的なグループ
高：食事法の頻度が高いグループ

悪　化：食事法の頻度が減少したグループ
変化無：食事法の頻度が変化しなかったグループ
改　善：食事法の頻度が増加したグループ

食事法の実践頻度が低い人は
ストレス対処能力が低い

食事法の実践頻度が減少した人は
ストレス対処能力が減少する

ス
ト

レ
ス

対
処

能
力（

S
O

C
）

ス
ト

レ
ス

対
処

能
力

の
変

化

首尾一貫感覚
（SOC）

名　　称 感　　覚 意　　味

把握可能感

処理可能感

有意味感

・自分の生きている世界は首尾一貫しているという感覚
・ストレスフルな出来事や状況において心身の健康を害さず、
　逆に成長や発展の糧になる健康要因
・ストレス対処能力と関連

・自分の人生・生活に対して、意味があるという感覚

・自分が置かれている状況や、将来おこるかもしれない状況を
　ある程度予測、理解できる感覚

・どんな困難な出来事でも自分で切り抜けられるという感覚や、
　何とかなるという感覚です

食事法の実践頻度が高い人は
ストレス対処能力が高い

5 進めよう「健康日本21」運動



作
物
に
必
要
な
養
分
が
人
間
に
牙

を
む
き
始
め
た

　

人
間
が
毎
日
の
食
事
で
穀
物
や
野
菜
を
摂

取
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
作
物
も
自
ら
の

生
育
期
間
に
は
養
分
を
必
要
と
す
る
。
作
物

は
葉
か
ら
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込

み
、
そ
の
他
の
養
分
は
根
か
ら
吸
収
す
る
。

作
物
の
大
き
さ
は
、
主
に
根
か
ら
吸
収
す
る

窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
と
い
っ
た
養
分
の

量
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
養
分

は
作
物
の
生
育
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。
し

か
し
現
在
、
地
球
環
境
の
視
点
で
は
、
こ
の

窒
素
や
リ
ン
が
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
健
康
や

生
命
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

地
球
の
限
界（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー
）

　

こ
の
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
方
は
多
い
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
、
環
境
問
題
へ
の
社
会
的
な

意
識
の
高
ま
り
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ひ
と
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の

生
存
が
安
全
に
保
た
れ
る
た
め
に
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
項
目
と
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界

点
を
示
し
た
概
念
で
、
よ
く
図
１
の
よ
う
な

わ
か
り
や
す
い
模
式
図
で
表
さ
れ
る
。
中
心

近
く
の
青
い
線
の
中（
緑
色
の
領
域
）に
入
っ

て
い
れ
ば
人
間
生
活
に
と
っ
て
許
容
範
囲
内

だ
が
、
黄
色
の
領
域
で
は
危
険
な
状
態
、
赤

い
線
の
外
側
（
赤
色
の
領
域
）
に
あ
る
も
の

は
す
で
に
限
界
点
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
図
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
作

物
の
生
育
に
必
要
な
窒
素
と
リ
ン
は
、
地
球

の
許
容
量
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　
過
剰
な
窒
素
が
引
き
起
こ
す
問
題

　

こ
の
う
ち
窒
素
は
、
さ
ら
に
少
々
や
っ
か

い
で
あ
る
。
大
気
中
の
約
８
割
は
窒
素
で
、

窒
素
ガ
ス
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
状

態
で
は
問
題
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
成
分
に
取
り
込
ま
れ
て
形
を
変
え
て
環
境

中
に
大
量
に
も
ぐ
り
こ
む
こ
と
で
、
地
下
水

や
大
気
の
汚
染
、
土
壌
の
酸
性
化
、
地
球
温

暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
の
原
因
と
な

り
、
環
境
や
人
間
の
健
康
に
、
直
接
的
か
つ

間
接
的
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
る
よ
う
に
な

る
（
注
）。
農
業
で
は
作
物
栽
培
に
窒
素
を

供
給
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
の
改
善
に

取
り
組
む
意
義
は
大
き
い
。

（
注
）
窒
素
ガ
ス
以
外
の
状
態
の
窒
素
は
、

『
反
応
性
窒
素
』
と
呼
ば
れ
る
。

有
機
農
業
は
反
応
性
窒
素
の
増
加

を
抑
え
る
改
善
策
の
ひ
と
つ

　

作
物
の
生
育
に
、
こ
の
反
応
性
窒
素
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
、
有
機
農
業
も
、
化
学
肥

料
や
農
薬
を
利
用
し
て
栽
培
す
る
慣
行
農
法

も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
機
農
業
と
慣

行
農
法
で
は
、
こ
の
問
題
の
改
善
効
果
に
違

い
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

図
２
は
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
研
究
の
結

果
で
、
穀
物
、
野
菜
、
畜
産
物
な
ど
を
生
産

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
反
応
性
窒
素
の
内

訳
で
あ
る
。
有
機
農
業
で
は
緑
色
の
領
域

（
地
球
上
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
反
応
性

窒
素
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
）
が
多
く
、
慣
行
農

法
で
は
青
色
の
領
域
（
地
球
上
で
新
し
く
合

成
さ
れ
た
反
応
性
窒
素
）
が
多
い
。
有
機
農

業
で
主
体
的
に
利
用
さ
れ
る
堆
肥
な
ど
の
有

機
物
に
は
、
す
で
に
地
球
上
に
存
在
し
て
い

る
反
応
性
窒
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
有

地
球
環
境
と
人
間
の
健
康
と
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る「
窒
素
」

研究報告
図１  地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）

（出典：環境省HPより）

絶滅の速度
気候変動

新規
化学物質

オゾン層
の破壊

大気
エアロゾル
の負荷

生態系機能
の消失

土地
利用変化

淡水利用

リン
窒素 海洋酸性化

資料：Will Steffen et al. ｢Guiding human development on a changing planet｣
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機
農
業
は
窒
素
の
循
環
効
果
が
高
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

地
球
上
で
新
し
く
合
成
さ
れ
る
反
応
性
窒

素
に
は
、
自
然
の
働
き
に
よ
る
も
の
と
人
間

の
働
き
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
と
も
に
空
気

中
の
窒
素
ガ
ス
を
原
料
と
し
、
自
然
界
で
は

雷
や
特
殊
な
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
、
人
間

は
大
量
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
反
応

性
窒
素
を
合
成
し
て
お
り
、
さ
ら
に
人
間
は

そ
れ
ら
を
主
に
化
学
肥
料
の
製
造
に
利
用

し
て
い
る
。
地
球
上
で
１
年
間
に
合
成
さ

れ
る
反
応
性
窒
素
は
、
自
然
由
来
の
量
は

２
０
３
兆
ト
ン
、
人
間
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ

る
量
は
２
１
０
兆
ト
ン
と
見
積
も
ら
れ
て
お

り
、
毎
年
、
地
球
２
個
分
新
し
い
反
応
性
窒

素
が
環
境
中
に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
ら
な
い
有
機
農

業
が
拡
が
る
と
、
地
球
上
で
新
し
く
合
成
さ

れ
る
反
応
性
窒
素
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
、

地
球
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
小
さ
く
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
作
物
が
吸
収
す
る
窒
素
を
過
度
に

増
や
さ
な
い
栽
培
は
人
間
の
健
康

に
も
良
い
面
が
あ
る

　

有
機
農
業
の
栽
培
で
窒
素
へ
の
依
存
度
を

高
め
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
穫
れ
た
農
産
物
を

摂
取
す
る
人
間
の
健
康
に
お
い
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
て
い
る
。
多

く
の
作
物
は
根
か
ら
窒
素
を
吸
収
す
る
。
反

応
性
窒
素
と
し
て
の
形
態
で
は
、
硝
酸
イ
オ

ン
と
呼
ば
れ
る
。
有
機
農
業
で
栽
培
さ
れ
た

各
種
の
農
作
物
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
吸
収

し
た
硝
酸
イ
オ
ン
が
少
な
い
ほ
ど
体
内
の
ビ

タ
ミ
ン
C
含
量
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
３
）。
こ
の
現
象
は
、
作
物

体
内
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
で
も
同
様
の
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ビ
タ
ミ

ン
C
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
人
間
の
細
胞

の
老
化
や
炎
症
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
。
有

機
農
業
の
中
で
も
自
然
農
法
の
名
の
付
い
た

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
栽
培
時
に
投
入
す
る
資

材
の
量
が
相
対
的
に
少
な
い
傾
向
が
あ
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
栽
培
で
穫
れ
た
農
産
物
に

は
、
人
間
の
健
康
に
と
っ
て
良
い
面
が
あ
る

可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
と
め

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
、
温
暖
化
に

代
表
さ
れ
る
気
候
変
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
原
因
に
は
、
地
球
上

で
反
応
性
窒
素
が
過
剰
に
な
っ
て
い
る
問
題

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
っ
と
注
目

が
集
ま
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
反
応
性
窒
素

へ
の
依
存
度
を
低
め
た
農
業
、
と
く
に
有
機

農
業
や
自
然
農
法
が
拡
が
る
こ
と
は
、
こ
の

問
題
の
改
善
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
農
法
で
栽

培
さ
れ
た
作
物
は
、
人
間
の
健
康
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
農
産
物
で
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
農
産
物
を
、

誰
も
が
毎
日
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
の
先
の
社
会
は
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
。
環

境
を
通
じ
て
農
業
と
健
康
は
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
「
農
医
連
携
」
の
社
会
的
な
理
解

が
深
ま
り
、
そ
の
あ
り
方
の
実
践
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
有
機
農
業
や
自
然
農
法
を
軸

と
す
る
生
産
・
流
通
・
消
費
の
シ
ス
テ
ム
が

拡
大
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。

■参考文献
・環境省HP
  （http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/html/hj18010101.html）
・Nollら（2020） Environ.Res.Lett., 15:045004.
・Fowlerら（2013） Phil.Trans.R.Soc.B, 368:20130164.
・西尾道徳の環境保全型農業レポート No.312
  （http://lib.ruralnet.or.jp/nisio/?p=3615）
・Baranskiら（2014） Br.J.Nutr., 112:794-811.

図３  市販有機野菜の硝酸イオンとビタミンCの関係．
（出典：西尾Webサイト）

図２  有機農業と慣行農法で供給される反応性窒素の種類の比較．
（出典：Nollら2020）

：新しい窒素：リサイクル窒素
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　「健康日本21」は、21世紀において、
「すべての国民が健やかで心豊かに生
活できる活力ある社会」を実現するため
に、健康寿命の延伸および生活の質の
向上を目指すものです。

　（一財）MOA健康科学センターは、健
康日本21推進全国連絡協議会の加入団
体です。
　私たちは、21世紀における国民の健
康づくり運動「健康日本21」を自然順応
型の健康法の研究・普及を通して支援
しています。

球は、太陽を表しています。
太陽は生命のエネルギー源であり、日本の象徴でもあります。
また、球には個人や、団体の健康への願いがギュッと詰まっています。
そこから放たれる勢いある光は、健康寿命の永続に向けての希望と
勇気を人々にもたらします。

©（一財）MOA健康科学センター2023

シンボルマーク

健康日本21

太陽、願い、希望の光

賛助会員の支援を受けて健康増進事業を推進

　本財団では、事業目的に示している「人間の備える自然治癒力を生かす医学及び健康法」の調査研究を
はじめ、その活用による心身両面の健康づくりの情報を総合的に提供致しております。特に設立以来、調査
研究を積み重ねてきた「岡田式浄化療法」「食」「芸術」「運動」などを取り入れた健康法を進めており、地域
社会における健康づくりに役立ちたいと考えております。
　このような財団の事業展開の支えとなっているのが、賛助会員の皆さまのご理解と会費によるご協賛で
す。賛助会員にご入会の皆さまには、会員誌や最新刊行物の送付をはじめ、行事案内、健康づくりの情報な
どを提供させていただいております。どうぞご入会いただき、地域社会に健康づくりのネットワークを広げ
る活動にご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

「賛助会員」入会のご案内

伊豆箱根鉄道株式会社
住所／〒411-0803 
　　　静岡県三島市大場300
TEL／055（977）1201

新栄運輸株式会社
住所／〒559-0026 
　　　大阪府大阪市住之江区平林北2-7-45-4
TEL／06（6685）7718

株式会社SANKEI
住所／〒063-0869 
　　　北海道札幌市西区八軒9条東4-1-20
TEL／011（709）7811

医療法人財団 玉川会
住所／〒108-0074 
　　　東京都港区高輪4-8-10
TEL／03（5421）7089

団体（法人）会員さまのご紹介
ここに記す法人の皆さまに、団体会員としてご賛同、

ご協力をいただいております。

公益財団法人 岡田茂吉美術文化財団
住所／〒413-8511 
　　　静岡県熱海市桃山町26-2
TEL／0557（84）2511

医療法人社団 六翠会
住所／〒661-0043 
　　　兵庫県尼崎市武庫元町1-30-16
TEL／06（6431）6941

一般社団法人 MOA自然農法文化事業団
住所／〒410-2311 
　　　静岡県伊豆の国市浮橋1606-2
TEL／0558（79）0999

Ducks field
住所／〒567-0009 
　　　大阪府茨木市山手台7-1-8
TEL／072（649）1132

有限会社弥村コンクリート工業
住所／〒920-0334 
　　　石川県金沢市桂町リ108
TEL／076（267）0751

株式会社エム・オー・エーグリーン・サービス
住所／〒413-0011 
　　　静岡県熱海市田原本町9-1熱海第一ビル9階
TEL／0557（84）2055

医療法人財団 瑞泉会
住所／〒981-3135 
　　　宮城県仙台市泉区八乙女中央2丁目3-8 東北療院2階　
TEL／022（739）8035

医療法人財団 愛和会
住所／〒564-0053 
　　　大阪府吹田市江の木町16-6 愛和会ビル2階
TEL／06（6388）0160

末広温泉
住所／〒547-0034
　　　大阪府大阪市平野区背戸口2-1-19
TEL／06（6703）5356

株式会社エム・オー・エー商事
住所／〒413-0011 
　　　静岡県熱海市田原本町9-1
TEL／0557（84）2611

明成警備保障株式会社
住所／〒413-0011 
　　　静岡県熱海市田原本町9-1
TEL／0557（84）2405

●お申込み・お問合せ先
（一財）MOA健康科学センター賛助会員事務局

TEL 0557（86）0663
FAX 0557（86）0665
賛助会員に関して詳しく知りたい方はホームページをご覧になってください。

年会費 （1口）
個人会員  5,000円
法人会員50,000円


